






し業務でさえ、月末の〆処理に間に合わなくなる可能性が

ありました。また、自動車部品を製造している事業では、

ロットトレースへの対応が必要不可欠であり、システム化

へ踏み出すきっかけとなりました」

キヤノンの提案を選定された理由を教えてください。

「ALPHASE(アルフェイズ)のコンセプトや提案内容は

もちろんですが、おおきな理由のひとつは、キヤノンＩＴソ

リューションズ（以下キヤノンＩＴＳと記載）のＳＥへの信

頼ですね。キヤノンＩＴＳのＳＥは、製造現場の知識も豊

富で、製造現場の用語で打ち合わせしてもすぐに理解して

くれます。言葉を説明しなくても理解してくれることは、プ

ロジェクトを進めるうえで大変効率的だったと思います。

　また、あるべき論だけでなく、ユーザの運用を加味した

現実的な提案をしてくれることや、ベンダーとユーザとい

う関係よりも、一丸となったプロジェクトの関係者として

接してくれることが、導入プロジェクトを成功へ導くこと

ができた理由だと思います」

導入・構築にあたって工夫したことはありますか。

「導入プロジェク

トチームの構成が

重要と思います。

ベンダー側はプロ

フェッショナルがそ

ろっていますが、

導入側の現場は業

務改革・システム

導入に気が向かな

い人もいます。現場を知りながら、システムに対して多少

なりとも知識のある人をキーマンとしてあて、現場をまと

め、進めることを意識しました。

　また、導入プロジェクトの中で、節目の判断が必ずあり

ます。プロジェクトチームの意見が分かれ、どの解決策を

採用するべきかの判断は、プロジェクトオーナーが判断す

ることで方針のブレをなくすことを心がけました。今回採

用したALPHASE（アルフェイズ）も生産管理のパッケー

ジソリューションであり、弊社にとって機能は申し分ない

システムですが、現状の業務が既製のパッケージソリュー

ションにあわない所もあります。そこで、例えば、ユーザ

特有のアウトプットに関しては、情報システム部門ができ

る限り対応し投資コストを抑えました。また、そのほかの

アドオン開発については、対象を最小限に抑えるために、

費用対効果を意識しながら優先度をつけて対応しまし

た。ただし、自社の強みを消すような無理なパッケージへ

の業務変更は避けました。

　システム環境とすれば、既存システムの信頼性・有効活

用・連携の容易さ・システム部門の習熟度を総合的に判

断し、Z/Linuxを採用しました。結果として、この判断に

間違いはありませんでした」

システム化により、どんな成果が得られましたか。

「 導入 前と 比 べ、

生産管理に関する

業務が『見える化』

を実現でき、余分

な在 庫・ムダな作

業・ムダな管理業

務の削減に寄与で

きています。原料

や完成品などの正

確な在庫の把握は、お客さまの要望に効果的に対応する

ことを可能とし、機会損失の削減、顧客満足度向上を実

現しています。また、ロス実績（不良実績）を入力するこ

とにより、原因の分析が可能となり、分析結果より、現

場の業務や作業手法のカイゼンへのフィードバックが可

能になりました。このフィードバックが、製造現場にメリッ

トがあるもので、現場作業者のカイゼンに対する意識が

変わってきています。

　ただし、作業実績入力の運用定着までには、入力を補

助するためのバーコードを工夫したり、作業者への『デー

タ入力は生産に関わるすべての関係者にメリットがある』

との意識浸透に苦労しました」

取締役（精密機能加工部門長）岡部清文氏（中）を中心

に、プロジェクトに関わっている、豊田工場工場長　鳩

崎秀信氏（右）と、財務・業務管理部 情報システム課 課

長 飛田朋宏氏（左）

QA工程での作業実績入力風景

取り組みの成果
見える化がムダを解消

運用の工夫
チーム構成と判断基準


